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▲グローバルＧＡＰの認証を取得した菊永茶生産組合のお茶生産者の方々。

37 戸の茶農家で構成される菊永茶生産組合は、一
昨年から世界基準のＧＡＰ ( 農業生産工程管理）の
認証取得に取り組み、厳しい環境保全、農薬の適正
使用、安全管理などの審査基準をパスし、１月 14 日
付けで国際認証「グローバルＧＡＰ」を取得しました。
同組合の菊永明彦組合長は「私どものお茶の生産管
理が国際的に認められて嬉しい」と話しました。

１月 11 日、消防出初式が川辺諏訪運動公園など
で行われました。式典では、分列行進や放水演習な
ど日ごろの訓練の成果を披露。市中パレードに続い
て表彰式があり、長年の消防団活動での輝かしい功
績を称え団員やその家族に表彰状が贈られました。
霜出市長は「市民の信頼と期待に応えられるよう、
一層のご精進を」と消防団員、職員を激励しました。

▼広瀬橋近くで行われた放水演習。生	産・安全管理などの国際認証を取得～農事組合法人  菊永茶生産組合～

防	火・防災の誓い新たに ～南九州市消防出初式～

２月 7 日・8 日、「川辺二日市」と「ちらんまち二日市」が開催されました。
県内三大市の一つで約 230 年続く「川辺二日市」では、歩行者天国となっ
た商店街に約 400 の露店が並び、食べ物や名物の植木、陶器、竹細工な
どが販売されました。恒例となったバナナのたたき売りや猿回し、そのほ
か楽市楽座、フリーマーケットなど各会場は多くのお客でにぎわっていま
した。また、「ちらんまち二日市」では、“ といのずし ” の試食会やたまご
がお客に振る舞われ、市を盛り上げていました。さらに今回は７月に開催
される知覧ねぷた祭のため新調した６尺２連太鼓のお披露目もあり、商店
街にねぷた囃子が響きわたりました。

川	辺二日市・ちらんまち二日市～大勢のお客がまちを練り歩く～

川辺二日市

ちらんまち二日市
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２月１日、頴娃幼稚園で落成式が行われました。
昨年７月から新園舎が着工となり完成しました。式
では、園児たちが喜びと感謝の意をこめて元気いっ
ぱいに歌を披露し、手作りのくす玉開きや千葉しの
ぶ先生による講演などが行われました。保護者も参
加した頴娃幼稚園らしいほのぼのとした手作り感あ
ふれる式となりました。

▼待ちに待った新園舎の完成。新しくなった園舎で元気よく遊んでくださいね。

▲分科会では、縄ないやこんにゃく作り、抹茶アイス作り体験などが行われま
した。このイベントは、毎年県内各地で開催されています。

1 月 30 日、「かごしまグリーン・ツーリズムフォー
ラム in 南九州市」が知覧文化会館で開催されまし
た。梅元建治先生（一般社団法人 ナガサキベイデザ
インセンター代表理事）の基調講演のほか、“ 南九
州まるごと体験塾 ” と題した分科会では、地元グリー
ン・ツーリズム関係者が先生となって体験講座を行
うなど、終始楽しい雰囲気でにぎわいました。

１月 24 日～ 25 日にかけて、農事組合法人土
ど り ー む

里夢
たかた主催の「米・大豆づくりオーナー」の味噌作
りが行われ、市内外から 20 人が参加しました。女性
グループ指導のもと、オーナー自らが育てた大豆を
使って作業を行い、参加者は出来上がった味噌を嬉
しそうに持ち帰っていました。この取り組みは来年度
も引き続き行われる予定です。

▼参加者からは「味噌作りは今回が初めて。使うのがとても楽しみ」との声が聞
かれました。

頴	娃幼稚園落成式～立派な園舎が完成しました！～

か	ごしまグリーン・ツーリズムフォーラム～県内各地から約 200 人参加～

▲本市からの出場者は、「鹿児島県　南九州市」と書かれたタスキをかけて
走りました。

２月８日、本市と交流協定を結んでいる北九州市で
「北九州マラソン 2015」が開催され、本市から 27
人のランナーが出場し北九州路を走りました。同大
会は昨年、北九州市制 50 周年記念事業として開催
されるようになり、フルマラソン、ペアリレーマラソ
ン、ファンラン（３㎞、５㎞コース）があり、今大会
は約１万人の出場者が疾走しました。

『北		九州マラソン	ツアー』に28人参加　 ～寒風にも負けず、北九州路を走る～

土	里夢たかた(川辺町高田)の味噌作り ～米・大豆づくりオーナー制度～
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12 月 19 日、南九州市頴娃町鰻種苗採捕組合が
親ウナギの放流を行いました。この活動は毎年行な
われていますが、ニホンウナギは昨年、国際自然保
護連合から生物の絶滅危惧種に指定され、資源保護
に一層取り組む必要があります。放流では濵田茂久
組合長が資源保護の重要さを説明した後、九玉小学
校の児童が大切に放流していました。

▼九玉小学校の児童が、無事に地元の川で育って欲しいと願いを込めてうなぎ
を放流しました。

▲１年生はお茶むらいの登場にニコニコ顔。皆さん、今年も１年元気で過ごし
ましょう。

１月 13 日、川辺小学校の全校朝会にお茶むらい
が登場し、かぜやインフルエンザの予防について『せ
きエチケット』や食べ物などを説明してくれました。
最後に「地元の野菜をたくさん食べて、特産のお茶
は、飲むのもよし、うがいもよし」と児童に話しまし
た。みんなお茶むらいの登場に大喜び、熱心に聞い
ていました。

１月５日、ＪＡ南さつま知覧塗木選果場において、
平成 26 年産貯蔵さつまいも「知覧紅」2015 年初荷
出発式が行われました。式では、生産者を代表して、
さつまいも部会の園田一博会長が「消費者が求める
健康野菜を目指し、土づくりにこだわり、少しでも良
いさつまいもを生産していく努力を続けていきます」
とあいさつしました。

▼出荷を祝ってテープカットが行われ、約９トンの貯蔵さつまいもが名古屋市場
などに出荷されました。

資	源保護、親うなぎ放流～九玉小学校児童が参加～

か	ぜやインフルエンザを予防しよう～川辺小学校にお茶むらい登場！～

▲頴娃、知覧、枕崎地域の生産者および関係者ら約 70 人が、準備した育
苗箱に丹念に種まきをしました。

１月 10 日、頴娃町別府の葉たばこ育苗センター
で、頴娃、知覧、枕崎地域の葉たばこの種まきが行
われました。南九州市葉たばこ振興会の飯伏勝則会
長は「昨年は、台風の被害もあり目標には届かなかっ
たが、今年から懸念される病害に抵抗性のある品種
も導入されます。情報交換を図りながら目標を達成
しよう」と抱負を述べました。

葉	たばこの種まき～生産者ら目標達成と豊作願う～

貯	蔵さつまいも「知覧紅」初荷出発式 ～５月まで計画的に出荷～


